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2005年夏季の大井川源流域におけるイワナ稚魚の食性

川合範明+1･中村永介'l･植松久男'1･宮本幸太*2

Short paper

FeedinghabitsofJapanesefluvialcharr･,Saluelinusleucomaenis,

alevinsintheheadwatersoftheOiriverinthesummer,2005

Noriakikawai.EisukeNakamura,HisaoUematsuandKoutaMiyamoto
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Weexaminedfeedinghabitsoffluvialcharr,Saluelinusleucomaenis,alevinsintheheadwatersoftheOi

river.Alevinswereobservedinthegentlecreekandbasinformedtherebywhichdivergedfrom themain

stream inconsecutivesummers.Theaverageweightsofalevinsincreasedwith0.82gofSeptemberfrom 0.19g

ofJuly.Butmedianof Stomachcontentindex(-stomachcontentweightperbodyweight)decreasedto1%of

Septemberfrom 7%ofJuly.

Dietcompositionanalysesindicatethattheprimarypreyitem wasmidge(Chironomidae)larvaeandpupa,

followedbystonefly(Plecoptera)larvae.

ThesefindingssuggestthatthefoodavailableforalevinswassufficientinthesummerbutonsetoHooddeple-

tionoccurredinthefallinthatnurseryarea.

は じ め に

大井川源流域に分布する在来種のヤマトイワナについて

は,静岡県水産試験場富士養鱒場が従来から資源生態の調

査を行ってきた1一g)｡著者 らは前報IO)で 2004年夏季にお

ける未成魚 ･成魚の食性について取りまとめたところであ

るが,本研究では,これまで知見の無かった当流域の稚魚

の食性について報告する｡報告に先立ち,当河川の漁業権

を有 し現地調査を快諾 していただいた井川漁業協同組合の

森山三千夫代表理事組合長,林道通行を許可していただい

た静岡市役所経済部水産漁港課及び東海フォレスト㈱の関

係者,また,調査時に全面的に協力していただいた中部渓

流会の北村恒雄氏,村上静男氏及び北村渓氏に深謝する｡

方 法

2004年夏季の調査10)で,本流から分岐あるいは本流に

流入する細流及びそこに形成された池状の地点などで稚魚

を観察した｡これら水域の底質は石 ･樺あるいは砂泥で,

水深は5-20cmと浅く,いずれも流れが緩やかだった｡最

も多く稚魚を採集 (2004年 7月19日,50尾) したのは,

本流から分岐 した細流に形成された池状の地点 (350

32.321′N,1380 ll.518′E,西俣堰堤上流部の標高 1700

m地点,第 1図)であった｡そこで,当地点を食性解析の
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ための稚魚の採集調査点とした｡当細流の最上流部は本流

と表層では連続しておらず,伏流水が鯵み出た細流のよう

に見受けられた｡長さは10-15m,幅 1m程度の広がり

で,末端部分は本流に流入していた｡細流中にはいろいろ

な大きさの石が散在し,それらによって囲まれた淀みが散

在 していた｡2005年 7月 14日,9月 24日,11月 9日の

それぞれ正午前後にイワナの稚魚の採集を行った.

採捕魚 (第 2図)はエタノール (99.5%)に保存 し持ち

帰った後に,魚体の重畳及び胃重量を測定した (最小目盛

0.01g)｡胃を切開後,その内容物を取り出し,実体顕微

鏡を用いて種を査定した｡胃内容物重量は,未処理の胃重

量と内容物を取り出した後の胃重畳の差から求めたoなお,
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第3図 採集 した稚魚の体重組成
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第 4図 小西俣で採捕 した稚魚の胃内容物重量指数
■はそれぞれの月の中央値

採捕魚の亜種の査定は行わずに,イワナとして取り扱った｡

結果 及 び考 察

1)体重と胃内容物重量の推移

当地点における採集尾数は7月 21尾,9月 10尾,ll

月2尾と径月的に減少した｡第 1表及び第 3図に示すとお

り,稚魚の体重は7月から11月にかけて増加 した｡その

平均値は7月0.19g,9月0.82g,11月0.92gで,7月

から9月の間に約 4倍 (日間成長率2%)となったが,9

月から11月にかけては1.1倍であった (日間成長率0.3%)0

一方,胃内容物重量の平均値は7,9月は0.01gと変化が

第 1蓑 稚魚の食性調査結果概要

(芸慧) 調査尾数

稚魚平均体重 稚魚 l尾当たり稚魚 1尾当たり (胃内容物蚤鼠)/ 餌料生物

(g) 摂紺重員(ど) 摂紺個体数 (稚魚豆炭) 1位 2位 3位 4位

(%) (個体数組成 (%))

7月 20 0.19 0.01 3 7

(8.4℃)

9月 10 082 0.01 20

(10.7℃)

11月

(6.0℃)

2 0.92 0.04 14

ユスリカ科幼虫 ti'i越目kJJ虫 ユスリカ科桶 野蝦EJ幼虫

48 19 17 9

ユスリカ科幼虫 ユスリカ科輔 も1懲 El幼虫 不明幼虫

69 9 8 3

ユスリカ科幼虫 蜂蛸目幼虫 ユスリカ科蜘 ユスリカ抑戎虫

36 36 lLl 1I

(同率第 1位)



イワナ稚魚の食性

第 2表 細流由来の池で採集されたイワナ稚魚の摂餌生物の大きさ

ー41-

摂餌生物の分類
平均(mm) 範開(mm) 測定尾数 範囲(m) 測定尾数

1.4-4.1 9
1

2.0-3.0 3
1.5-3.5 4
1.0-1.5 3

平均(帆) 範囲(m) 測定尾数 平均(帆)
0.8 0.5-1.2 4 2.7
0.9 0.5-2.5 9 4.0
20 1.0-4.2 34 2.5
16 1.5-1.9 5 26

日∴莞

水生 蜂妨目 幼虫 3.8 0.8-5.3 3
積趨冒 幼虫 1.7 0.5-6.8 6
双題目 ユスリカ科幼虫 1.2 0.3-3.5 14

ユスリカ科桶 1.7 0.4-3.7 5
ユスリカ科成虫
ナガレアブ科幼虫

陸生 半趨目
毛題目 幼虫
鞘週目 成虫
膜廼目 成虫
蜘妹形綱

0.9 1
0.1 1

0
6
0

7
2
1

1
4
2
2
1
2

5
2
2

5

4
1
4

nU

I
I
I

I

2
7
0

4

1
nU
4

0
全生物 1.6 21 1.8 51 2.5 10

なかったが,11月は0.04gと増加 した｡胃内容物重量指

数 (胃内容物重量/体重)の中央値は 7月が 7%であり,

9月には 1%に急減 した (第 4図)｡ これ らのことか ら,

稚魚の成長は当初は順調であったが,その後摂餌量の増加

は見 られるものの,餌料生物の量は成長には不十分な状態

であったと推測された｡

2)胃内容物の組成

胃内容物の個体数組成 (第 1表)をみると,各月とも双

週 目ユスリカ科 (Chironomidae)幼虫の出現率が最 も高

く,特に9月にこの傾向が顕著であった｡ これにユス リカ

科の桶を含めると,その出現率は 7月 65%, 9月 78%,

11月 50%であった｡ これ らの餌料生物の体長測定結果を

第 2表に示 した｡ユスリカ科について亜科までの査定は行

わなか ったが, ユス リカ科幼虫の平均体長 は 7月 1.2mm

(標準偏差 0.8,N-14), 9月2.0mm(標準偏差0.8,N-

34),11月 2.5mm(N-3)と季節の進行 とともに大型化 し

た｡また,7,9月の桶の大きさを比較すると,平均体長

は同程度であるものの,7月は最′ト個体が小さく,最大個

体は大きかったことから,胃内容物にはユスリカが複数種

含まれていたものと推測された｡

7月および9月において,ユスリカ幼虫 ･桶に次いで出

現率の高かったのは禎項目 (Plecoptera)幼虫であり (第

1表),平均体長は 7月 1.7mm, 9月 0.9mmであった (第 2

表)0

9月には,半題目 (HemiDtera),鞘題目 (Coleoptera)

成虫などの陸生昆虫の出現により,餌料生物の組成は多様

化 した｡ しか し,出現 した餌料生物の平均値は 7月 1.6mm,

9月 1.8mmと, この間にあまり変化 していなかった｡

栃木県では,イワナの稚魚 (40-50mmモー ド, 3- 6

月)の胃内容物中の出現個体数は,ソコミジンコ目ハルバ

クチクス類 (Harpacticoida,体長 0.6-0.7mm),ユスリカ

科の幼虫 ･成虫, ケンミジンコ目 (Copepoda,体長 0.8

-0.9mm), コカゲロウ科 (Baetidae)の川副こ多かった11)0

本研究では､-ルバクチクス類などの甲殻類綱の動物プラ

ンク トンは出現 しなかったが,ユスリカ科幼虫や積廼目幼

虫など,これに相当する大きさの餌料生物が多数見られた｡

7月における捕食者の大きさと被捕食者の対応を第 5図

に示 した｡ この範囲では稚魚 と餌料生物の問に定まった傾

向は見 られなかった｡また,2mm以下のユス リカ科幼虫 ･

桶はどの大きさの稚魚にも捕食されていた｡ユスリカの生

(uJ∈
)峨
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事
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40

●ユスリカ幼虫
●ユスlJ力蟻
▲坪轍日幼虫
E)蛙形網
A嶺粗目幼虫
×不明幼虫
x膜粗目成虫

第 5図 稚魚と餌料生物の体長の関係

第 3表 9月における底生動物調査採集物

目 科 属 採集個体数

蝉蝦 ヒラタカゲロウ ミヤマタニガワカゲロウ 2 6.2,6.0

不明 2 7.1.5.1
コカゲロウ コカゲロウ 1 5.8

積超 オナシカワゲラ ユビオナシカワゲラ 1 2.8
毛麹 イワトビケラ 1 9<

カクツツトビケラ 3 10.0,7<,15<

エダリトビケラ(上科) 7* 6.0,6.57.5,8.0,13.0,13.5,14.0

*簡巣の長さを測定
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活史としては次のことが知られている｡体長 1mm前後の1

齢幼虫は正の走光性を有し,プランクトン生活をする｡そ

の後,種によって様々な基盤を選択し,多くの場合はその

上に巣を造って生活する｡羽化前の桶は水面に浮き上がる｡

成虫は水面に降り立ち,腹端を水面に浸けて卵塊を水中に

落として産卵する1㌔ すなわち,夏秋季を通じて幼虫 ･桶 ･

成虫が出現するという特徴があるユスリカ科はイワナの稚

魚にとって利用しやすい生物であったことになる｡

今回,底生生物の定量的な調査は行わなかったが,9月

調査時に当地点には筒巣 (6.5-14.0mm(平均 9.8mm))入

りの毛題目(Trichoptera)幼虫が多く観察されている (第

3表)｡一方,胃内容物中における毛耀日幼虫の出現率は

2%にとどまり,いずれも,筒巣を持たない小型の幼虫 2

個体 (0.7,1.2mm)のみの出現であった｡これらから,6

mm以上の簡巣入りの毛廼目幼虫は餌料として利用しにくい

生物であったと推測された｡

本研究で稚魚を採集した細流では,2年連続 してある程

度の尾数が採集されたこと,及び2005年 7-9月にかけ

て稚魚に成長がみられたことから,一定の価値のある稚魚

の成育場であると考えられる｡ しかし,9-11月にかけ

ては成長が鈍化したことから,秋季に餌料生物の現存量は

充分でなく,餌料生物が豊富な流域に移動する必要がある

と考えられる｡

同 じ淡水魚で, 渡島大沼の ワカサギ (HypoTneSuS

transpacificusnipponensis).3'の食性についての研究で

は,ワカサギが5月下旬から11月にケブカヒゲナガケン

ミジンコ(Eurytemoraaffinis)とゾウミジンコ(Bosmina

longirostris)を摂餌するが,これらの現存量は6月に急激

に減少する｡捕食者であるワカサギの成長速度は5-7月

には高いが,8月以降は極めて低い値となり,餌料生物の

減少と,成長に応じて利用可能な大きさの餌料が少ないこ

とによる成長の停滞と考えられている｡本研究のイワナ稚

魚も,胃内容物重量指数が7月から9月にかけて急減した

こと及び7月及び9月の餌料生物の平均体長がさほど変化

していないことから,渡島大沼のワカサギと同様な状況に

直面 したと解釈される｡

秋季にイワナ稚魚は,接続する本流を通じて,より餌料

生物が豊富な場所を探索することが可能であるものの,本

流への移動は大型魚との餌料生物を巡る競合や被捕食の危

険を伴うと考えられる｡人為的なイワナ稚魚の放流 ･移殖

による増殖策を考える上で,稚魚から末成魚にかけての生

育場所の変化に伴う食性,成長,同種内の競合など資源生

態に関する研究が必要である｡
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